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	  新年明けましておめでとうございます
　　　　　　　　　今年もよろしくお願いいたします


古来、お正月に枕の下に「七福神の乗った宝船の絵」を入れておくと、良い初夢を見ることができると言われています。
また、お正月には、不老長寿、商売繁盛、五穀豊穣、家内安全などのご利益を求めて「七福神巡り」をする人も多くいます。

七福神とは、大黒天、毘沙門天、恵比寿天、寿老人、福禄寿、弁財天、布袋尊の七つの神様の総称で、仁王護国般若波羅蜜経（仁王経）の「七難即滅、七福即生」に合わせて、七福神を参拝すると七つの災難が除かれ、七つの幸福が授かるというものです。七福神の信仰は室町時代に生まれ、江戸時代に広まったようです。

大黒天は大きな袋を背負い、打ち出の小槌を持つ姿で現され、福徳開運の神で知られる。

毘沙門天は、四天王の一人で、唯一武将の姿をしていて、降魔厄除・家内安全の神です。

恵比寿天は、唯一日本生まれの神で、釣り竿と鯛を持つことから、漁業の神、商売繁盛の神として信仰が厚い。
寿老人は、星の化身で、延命長寿の神として知られます。

福禄寿は、中国の道教の長寿神がもとで、齢、千歳という延命長寿・立身出世の神です。

弁財天は、七福神の中で唯一の女性で、インド伝来の神です。琵琶を持つことなどから、諸芸上達・恋愛成就の神として信仰されています。
布袋尊は、笑顔で宝物を入れた大きな袋を持つことから、千客万来・家運隆盛の神といわれています。

神奈川県内にも「鎌倉江ノ島七福神」など、各地に「七福神巡り」の寺社があるようですから、健康増進を兼ねて巡ってみるのも良いのはないでしょうか。
新春のつどい

〇一月一七日（水）
　　　　午後六時半

〇波止場会館

〇参加費

　　お一人、五百円の負担

　　をお願いします。

〇同封のチラシも参照して

　ください。
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　金沢文庫・称名寺など散策
県本部女性連絡会議
十一月二二日
　最初に訪れた「称名寺」は金沢（かねさわ）北条氏の祖、北条実時の居館にあった持仏堂（阿弥陀堂）を起源とします。本堂の前に池を配した庭は浄土式庭園といわれ、本堂は浄土を表します。従って本尊は「阿弥陀如来」が本来の姿なのですが、現在の本尊は「弥勒菩薩」となっています。
　禅寺が多い鎌倉の中で、称名寺は珍しく真言律宗の別格本山の寺院です。
　次に訪れたのは「県立金沢文庫」です。金沢文庫は、北条実時が収集した政治、歴史、仏教などに関する書籍を収める為に文庫を設けたのが起源とされています。見学当日は特別展「唐物」が開催されていました。
　最後に、野島公園にある「旧伊藤博文別邸」を見学しました。
　初代内閣総理大臣である伊藤博文により明治三一年に建てられた茅葺寄棟つくりの建物で、大正天皇も訪れています。その関係か「客用便所」の便器は黒い本漆仕上げのものとなっていました。ここを訪れた人の多くが、座敷で寝っ転がって、当時の雰囲気に浸っていくとのことでした。
　いちょう会からは三名が参加しました。
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　　ゴルフコンペ
　いちょう会　第三一回ゴルフ大会は十一月七日秋晴れの大秦野カントリークラブで開催されました。
　参加者　十一名

　優　勝　長部正司

　準優勝　一関　廣

　三　位　中村　章

　ドラコン　⑨杉山　⑰杉山

　ニアピン　⑥旭沢　⑫長部

　　　　　　⑭神本

　山梨県立美術館
　　武田神社などを見学
　　　　　県本部バスツアー
　　　　　　　　十一月二八日
　県本部退職者会主催の日帰りバスツアーが開催され、山梨県立美術館・武田神社・大善寺を見学しました。
　美術館では、目玉の一つである「落ち穂拾い」が外国へ貸し出されていたのは残念でしたが「種をまく人」を見ることができました。武田神社は、武田信虎・信玄・勝頼の三代が住んだ「躑躅ケ埼舘」跡に、大正八年に社殿がつくられたものです。大善寺では十二神将などを鑑賞しました。
　いちょう会からは四人が参加しました。
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　謹　賀　新　年
　今年もよろしくお願いします
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃
　　副会長　　　永井碩夫
　　　　　　　　米倉尚人
　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　和田聡子
　　会　計　　　滝沢　章
　　常任幹事　　石橋　健
　　　　　　　　金子照雄
　　　　　　　　大野和二
　　　　　　　　田中重幸
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光
　　会計監査　　熊谷一男
　　　　　　　　保坂由文
　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
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【映画から社会を見る②】
機械に勝る人間の英知とは
なにか
　ニューヨークの空港から飛び立った旅客機が鳥の群れにぶつかり双方のエンジンが動かなくなった。管制塔は「空港に戻れ」と指示。機長はハドソン川への不時着を選び、一九二人の乗客・乗務員は全員無事であった。
　「ハドソン川の奇跡」（日本公開二〇一六年）は二〇〇九年に実際におこった事故のドラマである。機長は審問を受ける。いくつかのコンピューターシュミレーションは空港に戻れという。それではどこかのビルにぶつかる。不時着以外にないとの三五秒間での決断がボイスレコーダーでの副機長との会話で再現される。機長の経験値が正しかったのだ。
もう一本「ドリーム」（日本公開二〇一七年一〇月）は、米国のＮＡＳＡで黒人女性が初めて採用され、作業班で差別に耐えながら果敢に功績を上げた三人の実話である。その一コマから。冷戦下の一九六一年、ソ連と対抗した米国の宇宙開発で初めての有人宇宙飛行の日。しかし打ち上げの直前、コンピューター・ＩＢＭの誤りが発見される。作業班はＩＢＭでできるとして解散されていた。別部署に移された元作業班メンバーが急遽、検索せよと指示される。大勢が緊張して見守るなか、正しい数値が出され、ロケットはスタート。無事帰還した。
いま、ＡＩ（人口知能）の進展が目覚ましい。人間の生活や労働への影響は大きく、教育の質も問われる。しかし、「新たな価値の創造」は人間にしかできない。ＡＩの結論の検索も欠かせない人間の仕事であることを認識したい。
　　　　　　　　（緑川芳樹）
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
県庁で見かけし最後のメリー嬢新刊の上にぬううと顕ちぬ  
                          　　　　（印刷局小田原工場レク・四首）
素通りの多し〈諭吉〉を篤と見ゆ十四もありし仕掛けの粋を
うら返り宇治の鳳凰並びゆくアベノミクスの小槌を見たり
シーソーに六個を載せば均衡す一億円の束吾の白日夢
〈ぼんじり〉の追加にはづむ卓上に朝日霧島八海山の嶺
                           　　　　  　　 （旧吉田茂邸・二首）
松が枝に御心かさね夢みしか『国風盆栽展』の一冊のこる
絶頂の頃に読みけむ東畑精一の『日本農業のすがた』、後にうつつに
                              　  （称名寺・金沢文庫レク・二首）
隧道の出口に向かひズームする円窓に浮かぶる朱き反橋
初に視る爛心木を仰ぎつつ弥勒菩薩みちびくけふに礼する
ビル建ちて暗渠壊るを憂ひゐるコンバイン駆る九十三翁は
　福利厚生集会
　　　　　　　　十月十二日
　自治退の福利厚生集会が二九単会が参加し大阪で開催されました。テーマは安心総合共済の加入促進です。疾病保障中心の医療共済に対し本共済は傷害保険に止まらず国内外の賠償事故、携行品損害事故等様々なリスクへの備えを低廉な費用で確保できることや、二四時間三六五日いつでも「フリーダイヤルで緊急医療相談、医療機関案内、予約専門医相談、がん専用相談、転院・患者移送手配」できることを周知し、加入者拡大を図ることとしました。
安倍９条改憲ＮＯ
国会包囲行動
　　　　　　　　十一月三日

　先の総選挙で改憲勢力が三分の二を占めたことに危機感を持った「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」と「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」が国会包囲大行動に取り組み、四万人が参加しました。
　いちょう会は四名が参加しました。
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神奈川シニア連合
　　第二六回定期総会開催
十一月二二日
　ワークピア横浜において、神奈川シニア連合（会長　永井碩夫）の定期総会が開催され、いちょう会からも一名が参加しました。
　総会では、執行部提出の活動方針、予算等各種議案について審議され、全て満場一致で承認されました。
　県本部退職者会
第三六回定期総会

十二月五日
　自治労県本部退職者会の総会が県地域労働文化会館で開催されました。
　冒頭、鈴木会長は時間外労働規制について「月一五〇時間も時間外労働していたら過労死してしまう。ルールを守らせることが大切、サービス残業したら実態がわからない」などと挨拶しました。
　来賓として自治労県本部蓼沼委員長、県シニア連合高橋副会長から挨拶があり、「社会保障制度の充実」「公正な税制」「平和人権」「エネルギー政策の転換」等を柱とする活動方針を決めました。
　その後、認知症への理解を深めようとビデオ「認知症と向き合う」を鑑賞しました。
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　　お詫びと訂正
　いちょう会ニュース一一三号の訃報欄に「森光夫さん」を掲載しましたが、この程誤りであることが判明しました。森さんには大変失礼なことをしてしまい、ここにお詫びし、訂正させていただきます。
　訃　報
　　ご冥福をお祈りいたします
　　　　内田　均さん
　　　　加藤詔児さん
　　　　滑川智恵子さん
『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・原稿締切は一月十七日







